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被災文教施設の応急危険度判定方法の策定趣旨

応急危険度判定は、大地震直後の二次災害を防止するために、被災建築物の余震による

倒壊の危険性および落下物の危険性等を判定し、当該建築物及び敷地または周辺建築物の

当面の使用可否を判定するもので、応急危険度判定士によって行われる。

文部科学省では、平成７年１月の阪神・淡路大震災において、文教施設の安全性を早急

に確認する必要があったことから、被災文教施設の設置者等からの要請を受け、調査団を

編成して被災地に派遣し、応急危険度判定に係る調査を実施した。

この経験を踏まえ、平成８年９月に「被災文教施設応急危険度判定に係る技術的支援実

施要領」及び「被災応急危険度判定に係る技術的支援実施要領の運用について」（以下「要

領」及び「運用」という。）を定め、被災文教施設の設置者等が応急危険度判定を実施す

ることが困難な場合に備え、その要請に応じ調査団を派遣する支援体制を整備してきた。

更に、平成１３年度には、文教施設を対象とした応急危険度判定マニュアルの作成を日

本建築学会文教施設委員会耐震性能小委員会に委託し、その成果として本書の「被災文教

施設応急危険度判定方法」がとりまとめられた。

平成２３年３月の東日本大震災においても、調査団を派遣し、同様に本書を活用し、調

査を実施した。

一般の建築物を対象とした解説書としては、「被災建築物応急危険度判定マニュアル」

（財団法人日本建築防災協会発行、１９９８年）があり、本書の被災文教施設応急危険度

判定方法は基本的にこのマニュアルを踏襲し、本質的には同じ判定方法を示したものであ

る。

ただし、文教施設に限定して使用されることを考慮し、調査シートを以下のとおり変更

している。

① 鉄骨造と鉄筋コンクリート造の混合構造であることが多い屋内運動場について、鉄

骨造の調査シート１枚の記入で調査を可能とした。

② 建築物用途の特定や、落下・転倒危険物の項目を文教施設に適用しやすいように変

更した。

③ 避難所としての使用可否についての判断にも繋がるように、設備などの安全性等の

項目を参考の調査項目として追加した。

なお、「被災建築物応急危険度判定マニュアル」（財団法人日本建築防災協会発行）か

ら変更または追加した解説の内容等に関する箇所は、下線により明示しており、他はすべ

て同マニュアルから引用している。
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